
嘉
創
株
式
会
社
と
立
地
協
定
締
結

誘
致
企
業
と
し
て
認
定

ツアー参加者をお迎えする（株）リベンリ
秋田の松澤さん。

　
県
と
市
が
誘
致
企
業
と
し
て

認
定
し
た
嘉
創
株
式
会
社
と
の

立
地
協
定
締
結
式
が
8
月
29

日
、
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
締
結
式
に
は
、
同
社
の
王
玉

冬
（
わ
ん 

ゆ
ど
ん
）
代
表
取

締
役
社
長
と
佐
竹
知
事
、
田
口

市
長
が
出
席
。
そ
れ
ぞ
れ
が
協

定
書
に
署
名
し
、
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
平
成
22
年
に
東
京

都
で
設
立
さ
れ
、
現
在
は
中
央

区
日
本
橋
に
本
社
を
置
く
従
業

員
21
人
の
会
社
で
、
シ
ス
テ
ム

開
発
、
セ
ン
サ
ー
、
植
物
の
水

耕
栽
培
装
置
な
ど
を
手
が
け
て

い
ま
す
。

　

仙
北
市
が
国
家
戦
略
特
区

の
地
方
創
生
特
区
と
近
未
来

技
術
実
証
特
区
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
同
社
が
予
定
す
る
Ｉ
Ｔ

や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
関
連
の
実
証
実
験
を

実
施
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
こ

と
、
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
な
ど
を

通
じ
、
県
や
市
に
よ
る
採

用
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

や
す
い
こ
と
な
ど
が
決
め

手
と
な
り
、
8
月
1
日
に

Ｊ
Ｒ
角
館
駅
前
の
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
「
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｃ

Ｈ
Ｉ（
お
れ
ん
ち
）」内
に
、

秋
田
支
社
を
設
立
。
9
月

1
日
か
ら
社
員
2
人
で
業

務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
締
結
式
で
王
代
表
取
締

役
社
長
は
「
地
元
の
企
業

や
自
治
体
と
緊
密
に
連
携

し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

左
か
ら
佐
竹
知
事
、王
代
表
取
締
役
社
長
、田
口
市
長
。

　
8
月
26
日
、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表

処
の
謝
長
廷
代
表
か
ら
「
大
曲
の
花
火
大

会
」
を
鑑
賞
い
た
だ
く
た
め
、
仙
北
市
、

大
仙
市
、
仙
北
市
国
際
交
流
協
会
の
三
者

連
名
で
花
火
大
会
に
お
招
き
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
5
年
ぶ
り
の
訪
仙
で
、
コ
ロ
ナ

禍
後
に
お
け
る
代
表
処
初
の
仙
北
市
へ
の

公
式
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

台
北
駐
日
経
済
文
化

代
表
処
の
来
訪

8
月
26
日
・
27
日

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致

市
内
視
察
ツ
ア
ー

　
市
内
に
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
増
え
る
こ
と

に
よ
る
若
者
の
雇
用
の
場
・
創
業
機

会
な
ど
の
創
出
を
目
指
し
て
、
8
月

30
日
か
ら
9
月
1
日
に
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
の
た
め
の
市
内

視
察
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
首
都
圏
Ｉ

Ｔ
企
業
な
ど
8
社
10
人
が
市
内
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
2
泊
3
日
の
視
察
で
は
、
わ
ら
び

座
の
シ
ア
タ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
体
験
、
市
内
企
業
の
訪
問
、
農
家

民
宿
の
宿
泊
な
ど
、
市
内
の
魅
力
を

見
て
回
り
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
参
加
者

の
感
想
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
、
人
の
温
か
さ
、
行
政
と
の
距
離

の
近
さ
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
昨
年
度
の

ツ
ア
ー
参
加
企
業
で
あ
り
、
か
つ
、

市
の
誘
致
企
業
に
認
定
さ
れ
て
い

る
株
式
会
社
リ
ベ
ン
リ
の
現
地
法

人
の
株
式
会
社
リ
ベ
ン
リ
秋
田
の

松
澤
さ
ん
が
ツ
ア
ー
に
同
行
し
、
参

加
者
を
ア
テ
ン
ド
し
ま
し
た
。ま
た
、

ツ
ア
ー
の
３
日
目
に
は
、
同
じ
く
昨

年
度
の
ツ
ア
ー
参
加
企
業
で
あ
り
、

か
つ
、
市
の
誘
致
企
業
に
認
定
さ
れ

て
い
る
嘉
創
株
式
会
社
の
王
代
表

取
締
役
社
長
が
、
市
内
で
実
施
中
の

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
な
ど
に
よ
る
市
民
バ

ス
乗
降
調
査
の
概
要
を
ツ
ア
ー
参

加
者
に
説
明
し
ま
し
た
。

　
次
回
、
来
年
の
1
月
の
ツ
ア
ー
に

は
今
回
と
同
じ
企
業
が
参
加
予
定

で
す
の
で
、
市
と
し
て
は
、
ツ
ア
ー

参
加
企
業
に
市
内
進
出
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
市
の
魅

力
を
訴
求
し
て
い
き
ま
す
。

AI カメラなどによる乗降調査の説明をする
嘉創㈱の王代表取締役社長。

　
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
は
、
11
月

13
日
か
ら
17
日
ま
で
の
期
間
、
台
湾
文
化

セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
）
で
、
北
投
石
関
連

展
覧
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
花
火

鑑
賞
翌
日
の
8
月
27
日
に
は
玉
川
温
泉
を

視
察
し
、
北
投
石
を
鑑
賞
し
な
が
ら
交
流

し
ま
し
た
。
同
日
に
開
催
さ
れ
た
歓
迎
昼

食
会
に
は
仙
北
市
長
、
仙
北
市
議
会
議
長

お
よ
び
議
会
議
員
、
そ
し
て
主
催
団
体
の

仙
北
市
国
際
交
流
協
会
会
員
な
ど
、
総
勢

29
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

※
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
は
、
中
華
民

国
（
台
湾
）
の
日
本
に
お
け
る
外
交
の
窓
口

機
関
で
す
。民
間
の
機
構
で
は
あ
り
ま
す
が
、

実
質
的
に
は
大
使
館
や
領
事
館
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
8
月
31
日
に
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
が
、
開
業
１
０
０
周
年
の

節
目
を
迎
え
、
9
月
2
日
に
は
田
沢
湖
駅
前
で
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、Ｊ
Ｒ
秋
田
支
社
の
井
料
青
海
支
社
長
が
「
田

沢
湖
駅
は
、
温
泉
や
駒
ヶ
岳
、
ス
キ
ー
場
な
ど
、
魅
力
的

な
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
あ
る
地
域
の
玄
関
口
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
愛
さ
れ
て
き
た
。
今
後
も
観
光
の
推
進
に
努
め
る
。

引
き
続
き
、
駅
と
新
幹
線
を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
た
い
」
と
、

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
の
式
典
で
は
、
創
作
和
太
鼓
桂
組
に
よ
る
演
奏
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
駅
の
ホ
ー
ム
で
は
日
本
郷
土
民
謡
協

会
生
保
内
支
部
に
よ
る
郷
土
芸
能
で
、
新
幹
線
か
ら
降
り

る
お
客
さ
ま
を
お
出
迎
え
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅

開
業
１
０
０
周
年
記
念
式
典

↑くす玉を割って 100 周年を祝いました。

↑創作和太鼓桂組による演奏。 ↑郷土芸能でお出迎えしました。

　
9
月
14
日
、
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
の
世
代
間
交
流
運
動
会
が
、
生
保

内
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
世
代
を
超
え
た
「
生
き
が
い

づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
体
力
の
維
持
、

増
進
」
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
市
内
21
老

人
ク
ラ
ブ
の
60
歳
代
か
ら
90
歳
代
ま
で
の

１
０
６
人
が
参
加
し
、
紅
白
の
チ
ー
ム
に

わ
か
れ
て
、
9
種
目
で
点
数
を
競
い
な
が

ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
を
挟
ん
で
同
じ
チ
ー
ム
の
3
人

ず
つ
が
ボ
ー
ル
を
床
に
落
と
さ
ず
、
何
回

ネ
ッ
ト
を
超
え
ら
れ
る
か
を
競
う
『
手
の

ひ
ら
健
康
バ
レ
ー
』
で
は
、
好
プ
レ
ー
が

出
る
と
拍
手
が
送
ら
れ
る
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

世
代
間
交
流
運
動
会

何回ネットを超えられるかを競う「手のひら健康バレー」

　
8
月
20
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
前
駐

車
場
で
、
4
年
ぶ
り
に
第
51
回
生
保
内
節

盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
連
日
の
猛
暑
で
当
初
予
定
し

て
い
た
開
始
時
間
を
遅
ら
せ
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
石
神
稲
穂
太
鼓
の
演
奏
や

だ
し
の
こ
園
職
員
に
よ
る
踊
り
を
披
露
。

会
場
に
生
保
内
節
が
響
き
渡
る
と
、
受
付

を
済
ま
せ
た
参
加
者
が
大
き
な
輪
に
な
っ

て
生
保
内
節
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
受
付
を
し
て
盆
踊
り
に
参
加
し
た
方
を

対
象
と
し
て
、
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
51
回
生
保
内
節

盆
踊
り
大
会大きな輪になって行われた生保内節盆踊り大会。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　
8
月
20
日
、
第
21
回
秋
田
県
小
学
生
秋
季
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
兼
東
北
小
学
生
学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
秋
田
県
予
選
会
が
、
大
仙
市
総
合
公
園
コ
ー
ト

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
女
子
4
年
生
以
下
の
部
に
出
場
し
た

江
橋
楓
さ
ん
（
仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア・西
明
寺
小
4
年
）・

小
原
妃
生
（
大
曲
ジ
ュ
ニ
ア
・
大
川
西
根
小
4
年
）

ペ
ア
が
第
2
位
、
男
子
4
年
生
以
下
の
部
に
出
場
し

た
武
藤
小
太
郎
さ
ん
（
仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
神
代
小

4
年
）・
伊
藤
篤
希
さ
ん
（
南
外
神
岡
ジ
ュ
ニ
ア
・
南

外
小
4
年
）
ペ
ア
が
第
3
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
2
ペ
ア
は
、
10
月
1
日
に
山
形
市
で
開

催
さ
れ
る
第
33
回
東
北
小
学
生
学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら

2
選
手
が
入
賞
！

秋
季
全
県
小
学
生
大
会

兼 
東
北
学
年
別
大
会
予
選
会

左から、武藤小太郎さん、伊藤篤希さん、
小原妃生さん、江橋楓さん。

　
9
月
1
日
、
全
国
大
会
・
東
北
大
会
に
出
場
し
た
角
館
中
学

校
の
選
手
（
剣
道・陸
上・水
泳
）
と
神
代
中
学
校
の
選
手
（
柔

道
）
が
市
役
所
西
木
庁
舎
を
訪
れ
、
須
田
教
育
長
へ
出
場
と
結

果
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
54
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会
の
ジ
ャ
ベ

リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
種
目
に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
石
川
才
稀
さ

ん
（
神
代
中
学
校
）
は
、出
場
に
向
け
た
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

市
内
の
中
学
生
が
躍
動
！

全
国
中
学
校
体
育
大
会
・

東
北
中
学
校
体
育
大
会
出
場
を
報
告

令和 5 年度東北中学校体育大会
第 47 回東北中学校剣道大会 ▼男子個人第 2 位 小野翔（角館中学校） 

▼男子団体第 3 位 角館中学校
第 46 回東北中学校柔道大会 ▼個人戦男子 60㎏級第３位 田口悠歩

（神代中学校） ▼個人戦男子 90㎏超級第 5 位 藤村世海（神代中学校）

第53回大曲仙北中学校田沢湖一周駅伝競走大会
第28回大曲仙北中学校田沢湖女子駅伝競走大会

　
８
月
29
日
、
田
沢
湖
畔
で
「
第
53
回
大
曲
仙

北
中
学
校
田
沢
湖
一
周
駅
伝
競
走
大
会
」
お
よ

び
「
第
28
回
大
曲
仙
北
中
学
校
田
沢
湖
女
子
駅

伝
競
走
大
会
」
が
行
わ
れ
、男
子
15
校
21
チ
ー
ム
、

女
子
15
校
21
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
男
子
（
７
区
間
20
・
６
㎞
）
は
大
曲
Ａ
が
１

時
間
9
分
57
秒
で
優
勝
、
角
館
Ａ
が
１
時
間
12

分
53
秒
で
第
4
位
に
な
り
ま
し
た
。
女
子
（
５

区
間
12・６
㎞
）
は
美
郷
Ａ
が
48
分
22
秒
で
優
勝
、

角
館
Ａ
が
49
分
53
秒
で
第
6
位
に
な
り
ま
し
た
。

市
内
中
学
校
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

【
男
子
】
4
位 

角
館
Ａ
／
14
位 

神
代
／
17

位 

生
保
内
／
18
位 

角
館
Ｂ
／
19
位 

西
明
寺

【
女
子
】
6
位 

角
館
Ａ
／
9
位 

角
館
Ｂ
／

17
位 

西
明
寺
Ａ
／
19
位 

神
代
／
20
位 

生
保

内
／
21
位 

西
明
寺
Ｂ

春山第 1 駐車場前をスタートする男子 1 区の選手。

おやま囃子コンクール受賞者決定

　９月８日、佐竹北家上覧時に、各丁内の曳山が一堂に会し、お
やま囃子コンクールが開催されました。
　厳正な審査の結果、次の方々が各賞を受賞されました。（敬称略）

《囃子部門》  ▶秋田県知事賞 横町若者 角館山本組 代表 山本善昭 
▶仙北市長賞 七日町丁内 わらび座 代表 小沢剛 ▶角館のお祭り
保存会長賞 桜美町若者 飾山囃子弘道流奏秋会 代表 水平幹人
▶田沢湖・角館観光協会長賞 中央通り 奏雅扇舞会 代表 藤井哲也 
▶仙北市商工会長賞 西勝楽町若者 秋月会 代表 古郡力

《手踊り部門》  ▶秋田県知事賞 横町若者 渡部幸子社中 代表 渡
部幸子 ▶仙北市長賞 桜美町若者 渡部幸子社中 代表 渡部幸子      
▶角館のお祭り保存会長賞 七日町丁内 藤美会 代表 藤原ミサ子 
▶田沢湖・角館観光協会長賞 駅通り若者 藤美会 代表 藤原ミサ子
▶仙北市商工会長賞 上新町若者 千葉キヨ社中 代表 千葉キヨ

　8 月 14 日、田沢湖クレー射撃場で令和 5 年
度第 25 回田沢湖地方猟友会クレー射撃大会が
開催され、12 人が射撃の腕を競いました。
　大会の結果は次のとおりです。

（敬称略・15 枚× 2 ラウンド）

▼優勝 佐々木徹（神代）26 点

▼準優勝 大友勲夫（生保内）24 点

▼第 3 位 小林克己（生保内）23 点

▼第 4 位 田口和広（生保内）22 点

▼第 5 位 真崎善博（生保内）20 点

田沢湖地方猟友会
クレー射撃大会

左から、真崎薫会長、小林克己さん、佐々木徹さん、大友勲夫さん

　
8
月
30
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
令
和

5
年
度
仙
北
市
戦
没
者
追
悼
式
が
厳
か

に
行
わ
れ
、
ご
遺
族
や
関
係
者
な
ど
約

50
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
黙
祷
を
捧
げ
た
ほ
か
、
戦

争
で
亡
く
な
ら
れ
た
ご
英
霊
の
ご
冥
福

を
祈
り
な
が
ら
、
参
列
者
の
皆
さ
ま
か

ら
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
78
年
が
経
過
し
ご
遺
族
の
高
齢

化
に
と
も
な
い
参
列
者
の
減
少
が
進
む

な
か
、
孫
や
ひ
孫
な
ど
で
組
織
す
る
遺

族
会
青
年
部
の
会
員
も
参
列
し
、
戦
争

の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に

語
り
継
ぐ
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

仙
北
市
戦
没
者追

悼
式ご冥福を祈って献花する参列者。

　

２
０
１
９
年
9
月
に
仙
北
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
も
含
め
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
の
活
動
に
あ
た
っ
て
き
た
東

風
平
蒔
人
さ
ん
の
任
期
が
こ
の
8
月
で

終
了
し
ま
し
た
。

　
8
月
29
日
に
行
わ
れ
た
感
謝
状
贈
呈

式
に
出
席
し
た
東
風
平
さ
ん
は
、
田
口
市

長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
り
「
協
力
隊
と

し
て
最
長
4
年
間
過
ご
し
た
。
こ
の
4
年

間
で
、
一
人
で
物
事
を
行
う
こ
と
の
限
界

を
知
っ
た
。今
後
は
法
人
と
し
て
活
動
し
、

旅
行
業
と
し
て
県
内
初
の
上
場
企
業
を

目
指
し
た
い
」
と
、
今
後
の
抱
負
を
含
め

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
退
任

東
風
平
蒔
人
さ
ん
に

感
謝
状東風平さん（写真中央）に感謝状が贈呈されました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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